
１． はじめに

! 空港整備の経緯

名古屋空港の航空需要は年々増加し２１世紀初頭

にはその処理能力は限界に達すると予測された

が，その周辺は市街化が進み空港の拡張等による

能力向上は困難で，航空需要への適切な対応を図

るため中部新国際空港の整備が必要とされた。

１９８５年からは空港建設を促進するためのさまざ

まな組織が設立され，新空港の位置・規模等の調

査研究が行われた。１９９６年１２月の第７次空港整備

五箇年計画で東京・大阪・成田・関西に続く大都

市圏における拠点空港としての事業推進が位置付

けられた。１９９８年５月に中部国際空港株式会社が

設立され，同年７月に中部国際空港の事業主体と

して国の指定会社となった。２０００年８月には護岸

工事に着手し，並行して２００２年１月，旅客ターミ

ナル建設工事に着手し２００４年９月に本体工事が竣

工した。

" 空港整備の概要

建 設 地：愛知県常滑市セントレア（日本では関

西国際空港に次ぐ本格的海上空港）

空港面積：約４７０ha（離着陸地域約２５０ha，ター

ミナル地域約２２０ha。なお，隣接して

地域開発用地約１２０ha があり空港島面

積は約５９０ha）

滑 走 路：３，５００m １本

旅客ターミナル施設：延べ床面積約２２万m2

旅客ターミナルビル（以後 PTB）は誰もが使

いやすいターミナルビルをコンセプトに計画され

た。ターミナルビルの形状はチェックインロビー

から搭乗ゲートまでの歩行距離を短く，均等化

し，新交通システム等に頼らず，航空機の地上走

行にも配慮した結果，南・北ウイングとセンター

ピアを持つ逆T字型の形状とした。

メインターミナルビルは南側を国際線・北側を

国内線とし，３階を出発階，２階を到着階とする

二層構成である。これにより乗り継ぎ旅客の利便

性を高めている。また，４階は飲食・物販等の魅

力的な商業施設を集めて航空旅客以外にも楽しん

でいただける空間となっている。

PTBの東側にはアクセスプラザ（以後AP）

があり，斜行式ムービングサイドウォーク（以後

交通バリアフリー先進事例
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MSW）を設置した連絡通路で出到着階と結ばれ

ている。APは１階が到着カーブサイドとなって

おり，バス・タクシー・レンタカーが利用でき

る。２階は名鉄の空港駅ホーム，立体駐車場の屋

上階，ホテルロビーを段差なく同じレベルで結ん

でいる。駐車場は５００台収容の立体駐車場６棟か

らなり，平面駐車場と合わせて４，０００台が駐車可

能である。高速船は空港と津市を結んでいる。

! 空港整備の方針

２１世紀初頭に開港するにふさわしく，地域と共

生し，時代の要請に対応するため，以下の方針が

定められた。

! 名古屋空港の定期航空路線の中部国際空港へ

の一元化を前提とし，国際・国内航空輸送の拠

点とする。

" 陸・海・空のアクセスを整備し，国際・国内

の乗り継ぎも便利な利便性の高い空港とする。

# ２４時間運用可能な空港とする。

$ 環境に配慮した空港とする。

% 地域と一体的かつ相乗的に発展する空港とす

る。

これらの方針は空港計画の特徴となった。

２． ユニバーサルデザインへの
取り組み

基本計画（１９９８．１２～１９９９．６）段階にユニバー

サルデザインの概念を設計に取り入れることと

し，基本設計（２０００．６～２０００．８）からは社内の担

当者や設計者のみでなく，さまざまな空港利用者

自身の意見を取り入れるため学識経験者・障害者・

一般空港利用者をメンバーとした「ユニバーサル

デザイン研究会」を設立した。

研究会は基本設計，実施設計（２０００．８～２０００．

１２），施工（２００１．１～２００４．９）の三段階に分けて

検討を行った。主な検討内容は以下のテーマごと

とし，部会を設けて行った。

PTB３階平面図：出発動線（実線：国際線，破線：国内線）

PTB断面図：出発動線（矢印）
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! 動線（移動）

" 情報提供，サイン

# トイレ

$ ユーティリティー

実施設計段階からは部会の下に分科会を設けて

詳細な検討を行った。開催した部会等は１２７回に

及んだ。

主なテーマごとの検討方向は以下のとおり。

! 移動経路：障害のある旅客も同一の移動経路

を確保すること。

" 階層移動：水平な経路設定を基本とし，出到

着ロビーと航空機間はエレベーター等による上

下移動を少なくする。なお，高低差が生じる部

分ではスロープとMSWを設置する等できる限

り単独で移動できる環境とする。エレベーター

は動線上見やすい位置になるように検討し，主

要な動線においてはより大型の障害者対応エレ

ベーターを設置して，複数のカートや車椅子使

用者が同時に移動できるようにする。

# トイレ：一般トイレは手動車椅子使用者にも

利用でき，多目的トイレはカート，電動車椅

子，ストレッチャー使用者も利用できるよう整

備する。

３． ユニバーサルデザインの整備内容

主な整備内容は以下のとおり。

! PTBと AP間の連絡通路

水平距離約５５m，高低差３mを１／１５勾配のス

ロープと斜行MSWで結ぶ連絡通路（幅２４m）。

" MSW

制限区域内はゴムベルトタイプ，非制限区域は

パレットタイプを採用。共に幅１．８mで音声案内

の位置，内容およびコムに改良を加えた。

（ゴムベルトタイプ）

乗り場はフラットコムを採用。

（パレットタイプ）

コムを３４°から１１°に改良。また，５枚おきに

緑色のパレットを設置し視認性を向上した。

# 視覚障害者に位置取りが容易な照明計画

コスト縮減で欄干照明を取りやめたMSWは視

覚障害者に位置取りが容易な天井照明とした。
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ほとんどの EVが左図のよう

なスルー型で，移動方向に直進

できる。また，２４人乗り以上の

すべての EVについては，扉が

かご室間口幅でフルオープンと

なり，余裕のある乗降が可能。

かご内のアナウンスと同内容のメッ

セージを表示灯に追加することによ

り，視覚での情報提供が可能となる。

また，表示灯の文字サイズを従来比最

大で３．５倍とし，さらに点滅させるこ

とで，視認性を向上させた。

! 大型エレベーター：ウォークスルータイプ

" 大型エレベーターと大きな表示

# 出発コンコースの歩行部分を示す床パターン

$ 一般トイレ

折戸，跳ね上げ手摺を採用し，手動車椅子でも

利用可能な便房とした。

火災情報を伝えるキセノンランプをトイレ内の

各空間に設置した。

% 多目的トイレ

電動車椅子が回転でき，オストメイトに対応。

& 航空情報

車椅子からの目線を重視した高さとした。
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